
 
 

 

 

ＳＹＤかわらばん 
<最新活動情報 No.193> 2025 年 2 月 25 日号 

2/8～9…「修養団創立１１９周年記念式典」〔東京都・ＳＹＤホール〕 
１泊２日の日程で「ＳＹＤボランティア奨励賞」贈呈式、「令和６年度修養団功労者表彰」贈呈式、「全国

修養団運動推進会議」を実施。 

全国各地の修養団連合会・クラブの代表者が親睦を深めつつ創立の精神に立ち返り、修養団運動のさ

らなる発展を期する機会とした。 
 

★第１９回「ＳＹＤボランティア奨励賞」贈呈式

今年度は全国の３１都道府県から７４件の応募があり、

選考委員会にて厳正な選考の結果、各賞が決定し、受賞

団体代表者１５人が出席した。 

選考委員の冨士道正尋氏（全日本中学校長会事務局

長）から選考経過が報告され、文部科学省総合教育政策

局地域学習推進課の高木秀人課長から文部科学大臣賞

が贈呈された。また、優秀賞、特別賞が御手洗康理事長

から手渡された。 

 
 

受賞者は以下のとおり。（敬称略） 
●文部科学大臣賞 宮城県農業高等学校 

桜プロジェクトチーム 

（宮城県） 

 

 

 

●優秀賞 

【小・中学生の部】 

松茂町立松茂中学校（徳島県） 
 

【高校生の部】 

愛知県立安城高等学校 

ハッピーキッチン（愛知県） 
 

【大学・一般の部】 

学生ＮＰＯ ＡＬＰＨＡ（東京都） 
 

●特別賞 

うるま市立津堅小中学校（沖縄県） 

★「令和６年度修養団功労者表彰」贈呈式 
 

まず、名誉団員章と楯が、御手洗康理事長より東京

都・鈴木義信さんに手渡され、続いて岐阜県・海田孝行

さんに特別表彰「蓮沼賞」の楯が授与された。また、団体

表彰としてＳＹＤボランティア友の会の松谷毅会長・坂本

大生相談役に表彰の楯が贈られたほか、東京都・河内よ

しいさん、公益財団法人野村生涯教育センターには感

謝状の楯がそれぞれ授与された。 
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贈呈式後、記念講演として本団理事で修養団宇部市連合会

会長を務める岡村精二さんが「夢をあきらめない生き方・７０歳の

キリマンジャロ挑戦」のタイトルで講演した。 

 

 
 

★祝賀懇親会 

 

本団評議員で、修養団福岡県連合会青年部長の古賀克彦さんの発声で乾杯。 

一昨年に続き、ソプラノ歌手で、修養団岐阜県連合会青年部ともしび会に所属する伴真由子さん、ピア

ニストでともしび会が実施する「友愛子ども自然体験キャンプ」に参加経験のある山内陽子さんが祝賀演奏

を披露した。その後、歓談中は和やかな雰囲気の中、出席者は相互に交流を重ねた。 

 

★第１３回全国修養団運動推進会議 

     

令和７年度修養団事業の計画大綱について真下淳一専務理事・事務局長が概要を説明。質疑応答が

おこなわれ、１２月までの青少年活動をまとめた動画が上映された。 

その後、幸せの種まき献金委員会の委員長である岩佐加寿子常務理事が、昨年実施した「『奥能登の

新中学生へ制服購入を支援したい！』プロジェクト」の活動を報告した。 

活動の事例報告では、修養団鹿児

島県連合会の吉永蒼天さん、怜奈さん

夫妻と青年リーダーの濱畑勇哉さんが

連合会の活動やリーダー育成などつい

て発表し、栃木県在住の青年リーダー・

飯島理央さんが、キャンプやボランティ

ア活動などを通して学んだことを中心に

体験発表をおこなった。また、昨年の

「フィリピン支援者訪問ボランティア」に

参加した石田雅也さん（修養団広島県

連合会）が、体験を通じて感じたことや

現地の様子を報告した。 
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2/1～2…「ＷＡＫＵ×２ボランティアリーダー研

修会」（裏磐梯）〈ＳＹＤいばらき〉８人〔福島県

北塩原村・ばんだいふれあいぴあ〕 《板倉和也》 

 
ＳＹＤのボランティアリーダーの心構えや冬

季キャンプでのプログラム「氷上ワカサギ釣り」

「アイスづくり」などの研修を実施。食事作りや

日程表作成、レクリエーションの打ち合わせを

おこなった。 
 

2/14…「青年ボランティアゼミナール」２９人 

〔東京都渋谷区・ＳＹＤ会議室〕 

 
高校生のときに「青年ボランティア・アクショ

ンｉｎフィリピン」に参加し、現在法政大学に通う

白羽優之介さんが「皆で考えたい、地域コミュ

ニティのあり方」と題し講演した。 

白羽さんはフィリピンでの実体験から「社会

課題」に対する関心を持ち、地域のまちづくり

プロジェクトに参画。また、大学では被災地で

の避難所生活における生活環境を比較し、非

常時での環境のあり方について研究している。 

ボランティアで訪れた石川県・奥能登での

体験から、高齢化地域や災害被災地における

現状、また地域再建の政策が実情に合ってい

るかなどの問題提起に対し、会場やオンライン

での参加者は熱心に耳を傾けた。 
 

※以下、詳細次号 

2/17～19…「リフレッシュセミナー」〔福島県猪苗代

町・みなとや〕 《山﨑一紀、志村和也、板倉和也》 
 

2/21…「子どもＷＡＫＵ×２ひろば」（郡山） 
〈みどり幼稚園〉〔福島県郡山市・郡山自然の家〕 

  《増田航介、林春幸》 

【幸せの種まきキャンペーン《出前講座》】 
 

 

 
1/23 栃木県立佐野高等学校 330 人 
2/19 鹿児島県霧島市立隼人中学校 334 人 

 

※以下、会場（ばんだいふれあいぴあ）の大雪による

施設内安全管理のため、中止しました。 

 
 
〔三重県伊勢市〕 

《根岸秋吉、武田数宏、保坂正志、山﨑政弘、板倉和

也、林春幸、斎田聖生、竹本英美》 

例年、１月から２月にかけての講習会には

多くの受講者が来場し、相互の切磋琢磨、ま

た各々の自己修練の時間を過ごしている。 
（※写真は「修養団 伊勢」Facebook より引用） 

 

1/14～17…第１２３０回「みがく講習会」３６人 

 
ブラインドウォーク（思いやりの研修） 

 

2/1～2…「後継者倫理塾特別講習会」７６人 

千葉、埼玉、東京、大阪の各倫理法人会よ

り受講者が来場。 

 
童 心 行 

 

2/4～7…第１２３１回「みがく講習会」６６人 

 
心身鍛錬（駆け足） 

主催事業・活動等 

報 告  

報 告 

2/15～16…「子どもＷＡＫＵ×２ひろば」（裏磐梯①） 
（「冬季自然体験ファミリーキャンプ２０２５」） 

2/22～23…「子どもＷＡＫＵ×２ひろば」（裏磐梯②） 
（「第２６回東関東冬季子ども自然体験キャンプ」） 

 

伊勢青少年研修センター事業 

《山口千恵子、谷野渉、増田航介》 
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2/8～9…令和７年第１回「みがく特別講習会」 
９２人 

 
礼法、作法の実習 

 

2/15～16…令和７年第２回「みがく特別講習会」 
１１５人 

 
ともしびの集い 

 

2/22～23…令和７年第３回「みがく特別講習会」 
※詳細次号 

 

 
 

3/1～2…「子どもＷＡＫＵ×２ひろば」（北九州） 
〈ＳＹＤ福岡〉〔福岡県宗像市・県立少年自然の家「玄

海の家」〕 《増田航介》 
 

３/4～7…第１２３２回「みがく講習会」〔三重県伊勢

市・伊勢青少年研修センター〕《武田数宏、山﨑政弘、

斎田聖生、竹本英美》 
 

３/14～17…「能登復興ボランティア」〔石川県輪島市〕

 《板倉和也、谷野渉》 
 

★ボランティア･アクション 

3/8～9…瀬戸内海〔香川県善通寺市・四国こどもとおと

なの医療センター〕 《板倉和也》 
 

3/8～9…道南〔北海道八雲町・八雲シンフォニー〕 

 《志村和也、増田航介》 

 
 

 

1/7～2/13…ブラジル修養団「青少年講習会・講

演会」〔ブラジル・サンパウロほか〕 《志村和也》 

志村和也講師のブラジル派遣に合わせ、サンパ

ウロ州、パラナ州の各地において子どもや青少年対

象の講習会、大人対象の講演会が開催された。志

村講師は所定の日程を終え、２月１３日に無事帰国

した。 

 

1/10～13…モジダスクルーゼス少年少女講習会 

1/17～19…スザノ少年少女講習会 

1/21～23…アサイ少年少女講習会 

1/24～26…マウアダセーハ少年少女講習会 

1/31～2/2…マリンガ修養林間学校 

2/8～9…サンパウロリーダー研修 

 
 

 
 

 
 

1/25…修養団ＴＢＳクラブ「千駄ヶ谷地区美化清

掃」７人〔東京都渋谷区･ＳＹＤビル周辺〕 

 

 

 

会員及びＳＹＤの他ク

ラブや近隣町内会から

７名が参加し、毎月恒

例の清掃活動を実施

した。 〈発信・嘉悦幸子〉 
 

 

 

 

 

 

予 定 

ブラジル修養団情報 

会員組織の主な動き 

 

 

 <発行・連絡先>  
 

  ＳＹＤ( 修養団) 社会教育部 

〒151 0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2 

03(3405)5441 FAX03(3405)5424 

E-mail : info@syd.or.jp 

: https://syd.or.jp/ 

 


